東京経済大学陸上競技部メールニュース2013－20
１０大学対校戦結果　　　　11月2日　　上柚木競技場

～糟谷翔（1）が200ｍで大会新・東経新・自己新・関カレA突破～

 

開会式・東経大　　　　　　　　　　　　　　200ｍ大会新優勝の糟谷（1）
チームで戦う最終戦、10大学対校戦が昨日八王子上柚木競技場で開催されました。
　

総合優勝を狙ってチーム一丸となって戦いましたが、上智大学に僅か2点差で2位に甘んじてしまいました。そんな中、気を吐いたのは糟谷翔（1）、200ｍ・21秒52で優勝し、この記録が10年ぶりの東経新記録を樹立しただけでなく、関東インカレ1部校の標準A記録（21″50）に迫る2部校の標準A記録（21″85）を余裕で突破しました。そのほか、両リレー大会新で優勝、砲丸投・鈴木雄大（1）が自己新で優勝を飾るなど活躍しましたが、一方、100ｍ、400ｍ、三段跳などで優勝を逃してしまいました。
長距離ブロックが箱根予選会組等が1万ｍ競技会に照準を合わせているため、ベストメンバーを組めないハンディはありましたが、それでもこのレベルの競技会では勝利しなければなりません。
　

スプリントブロックは、来週以降冬季トレーニング期に入ります。この悔しさをエネルギーに変えて来春のシーズンでは東経大最強のスプリントチームに成長してもらいたいと思います。

（参考）いままでの200ｍ東経大記録
金子友二（平成18卒）21秒71＜2003年8月30日、大経戦、上柚木＞
＜総合成績＞
	順位
	1位
	2位
	3位
	3位
	5位
	6位
	7位
	8位
	8位
	10位

	大学
	上智
	東経
	帝京
	北里
	桜美林
	東電
	東外
	都市
	工学院
	朝鮮

	得点
	132.5
	130.5
	62.5
	55.5
	48
	33
	28
	27
	2
	0


最優秀選手賞　　高橋佳朗（2）・上智大　　100ｍ・大会新、三段跳、走高跳優勝
最優秀新人賞　　糟谷　翔（1）・東経大　　200ｍ・大会新記録優勝


 
 

砲丸投、鈴木雄大（1）　優勝　　　走幅跳、佐藤耕太（2）　優勝　　　4×100　3走・石坂⇒4走・阿見　優勝
＜100ｍ対校（予選）＞
1組（±0.0）
石坂　有章（3）　11"13　組1着
2組（＋0.1）
境田　雄太（3）　11"17　組2着
＜100ｍ対校（決勝）＞（＋1.6）
石坂　有章（3）　10"98　2位
境田　雄太（3）　11"03　3位
＜100ｍOP＞
1組（＋1.3）
布施　祐汰（2）　11"49　組4着
佐藤　隆世（2）　11"25　組1着　　自己タイ
平田　　翼（3）　11"26　組2着
6組（＋1.2）
佐藤　裕太（1）　11"99　組1着　　シーズンベスト
＜200ｍ対校（予選）＞
1組（＋0.7）
糟谷　　 翔（1）　21"88　組1着
2組（±0.0）
佐藤　隆世（2）　23"02　組3着
＜200ｍ対校（決勝）＞（＋0.8）　
佐藤　隆世（2）　22"65　5位
糟谷　  翔（1）　21"52　1位　　　大会新・東経新・自己新・関カレA突破
＜200ｍOP＞
1組（±0.0）
本間　  諒（1）　22"99　組1着　　シーズンベスト
2組（±0.0）
布施　祐汰（2）　23"41　組1着
3組（＋0.6）
柚木　誠太（1）　23"50　組1着　　シーズンベスト
＜400ｍ対校（タイムレース決勝）＞
平田　　翼（3）　49"54　2位
阿見　優輝（3）　49"84　3位
＜400ｍOP＞
1組
本間　  諒（1）　50"82　組1着　　自己新
2組
蓼沼　雅治（3）　53"29　組2着
柚木　誠太（1）　54"14　組4着
＜800ｍ（タイムレース決勝）＞
1組
杉山　俊紘（4）　2'06"35　組7着
中嶋　　聡（4）　2'05"25　組6着（8位）
＜1500ｍ（決勝）＞
安藤　雅紀（2）　4'08"34　4位
堀田　将純（1）　4'06"65　3位
＜1500ｍOP＞
1組
成原　貴之（3）　3'58"77　組1着
井上　雄一（2）　4'04"59　組3着
五十嵐友也（3）  4'08"99　組4着
大蒲　　豪（2）　3'59"68　組2着
星　雄太朗（3）　4'15"32　組8着
橋本　悠利（3）　4'10"90　組5着
2組
桜井　悠輔（2）　4'15"68　組2着
後藤　  駿（3）　4'14"22　組1着
＜5000ｍ（決勝）＞
濱嶋　裕貴（2）　15'31"57　5位
山田　  嶺（2）　15'24"63　4位
＜5000ｍOP＞
1組
山城　翔輝（1）　15'24"86　組4着
加藤　寛基（2）　15'21"12　組2着
吉崎　竜星（3）　15'09"70　組1着
松田　晶夫（3）　15'41"08　組5着
飯田　勇希（1）　15'46"85　組7着
下澤　聖哉（1）　15'24"70　組3着
大木　敬太（3）　15'50"60　組8着
石毛　基之（1）　16'28"13　組15着
2組
鷲見　裕太（1）　15'48"82　組1着
杉谷　大夢（2）　16'23"09　組2着
＜4×100ｍR（タイムレース決勝）＞
鈴木翔、境田、石坂、阿見　42"20　組1着　大会新


 
 

走り高跳、吉田（1）　　　　走り高跳、後藤孝平（1）　　４×400、1走・阿見（3）　優勝

 
 

4×400リレー応援　　　　　最優秀新人賞　糟谷翔（1）　　　　　　　閉会式
＜4×400ｍR（タイムレース決勝）＞
阿見、糟谷、隆世、平田　3'21"58　組1着　大会新
＜走高跳対校（決勝）＞
吉田　丞児（1）　1ｍ90　3位
後藤　孝平（1）　1ｍ95　2位　　　自己タイ
＜走幅跳対校（決勝）＞
荻原　良平（1）　6ｍ50（±0.0）　5位
佐藤　耕太（2）　7ｍ02（±0.0）　1位
＜走幅跳OP＞
深野　  元（3）　NM　
＜三段跳対校（決勝）＞
荻原　良平（1）　13ｍ95（＋0.8）　3位　シーズンベスト
岩崎　貴幸（3）　13ｍ54（＋1.7）　5位
＜砲丸投対校（決勝）＞
鈴木　雄大（1）　11ｍ77　　1位　自己新
野村　謙太（3）　8ｍ24　 　8位
＜円盤投対校（決勝）＞
吉田　丞児（1）　23ｍ52　6位
鈴木　雄大（1）　29ｍ57　2位
＜円盤投OP＞
野村　謙太（OP）　14ｍ94
＜やり投げ対校（決勝）＞
鈴木　雄大（1）　25ｍ57
野村　謙太（3）　33ｍ73
平成国際大学競技会　　10月26日　鴻巣競技場

 

　　　ラストラン：萩原匠（4）　　　　　　　　　　ラストラン：武内孝浩（4）


 

　　　ラストラン：冨澤昇吾（4）　　　　　　　　　ラストラン：八島丈（4）

箱根予選会後、1週間で臨んだ競技会でしたが、結果はイマイチでした。調整の難しいレースでも最低限の結果を出すのが強いチームの証です。まだまだ、課題山積です。

武内、萩原、冨澤、八島、4人の4年生がチームの一員としては最後の競技会でした。4年間、必死に頑張ってくれた彼らにはただただ感謝の気持ちで一杯です。「お疲れ様！」

5000ｍ
2組
武内　孝浩（4）　　16′56″93
萩原　  匠（4）　　17′30″89
5組
杉谷　大夢（2）　　16′16″05
6組
松田　晶夫（3）　　15′49″96
飯田　勇希（1）　　15′38″96
鷲見　裕太（1）　　15′35″11　　自己ベスト
8組
冨澤　昇吾（4）　　16′06″31
9組
大木　敬太（3）　　15′52″32
濱嶋　裕貴（2）　　15′55″99
山城　翔貴（1）　　15′39″08
10組
桜井　悠輔（2）　　15′34″48
山田 　 嶺（2）　　15′44″63
11組
成原　貴之（3）　　15′03″42
橋本　悠利（3）　　15′08″06
清水　亮多（3）　　15′32″41
井上　雄一（2）　　15′06″16
大蒲　  豪（2）　　15′12″70
10000ｍ
八島　  丈（4）　　31′17″08
五十嵐友也（3）　　30′53″22
後藤　  駿（3）　　31′52″99
栃木　祐輝（3）　　31′27″31
星雄　太朗（2）　　31′48″87
下澤　聖哉（1）　　31′53″79　　自己ベスト

